
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
だ
ろう
か
、
こ
の
広
い
地
盤
は
「
世
界
」
と
如
何
な
る
連
関
に
あ
る

　
　
シ
ェ
リ
ン
グ
に
於
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
だ
ろ
う
か
。
レ
」
の
《
広
さ
》
と
《
今
．
此
》
の
連
関
、
経
験
の
「
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　性
」
、
　
或
は
「
世
界
」
経
験
の
宗
教
性
－
こ
れ
ら
を
問
う
こ
と
は
如
何

　
　　
「
世
界
」
経
験
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
可
能
と
な
る
か
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
森

哲

郎
　
か
纏
錺
輪
鞍
譲
越
慰
勧
露
叫
集

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
人間
は
何
処
か
ら
来
て
何
処
へ
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
は
、
人
間
　
　
　
エ
が
世
界
に
大
き
な
疑
問
符
を
付
け
た
。
　
「
英
雄
を
廻
っ
て
一
切
は
悲
劇

の

経験ゆ
全
伽
愉
が
問
わ
れ
る
時
に
い
つ
も
出
て
来
る
問
で
あ
る
。
人
間
　
　
　
に
な
り
、
半
神
を
廻
っ
て
一
切
は
牧
神
の
喜
劇
に
な
る
。
そ
れ
で
は
神
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の

経
験も
所
詮
こ
の
来
て
行
く
事
実
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。
来
て
行
く
事
　
　
　
廻
っ
て
一
切
は
ー
ど
う
な
る
か
つ
型
①
吋
）
、
　
恐
ら
く
は
『
世
界
』
に
か

実
は
自
明
（
7
●
？
）
の
如
く
見
え
る
が
、
何
処
か
ら
何
処
へ
は
深
く
隠
さ
れ
た
　
　
（
ご
毒
。
犀
、
、
叩
X
冒
冨
。
諺
タ
O
°
戸
中
姻
H
㎝
ρ
＜
σ
q
H
堵
゜
○
露
9
ζ
旨
ゲ
o
°
。
戸

ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
隠
れ
た
《
何
処
V
を
問
う
こ
と
は
、
　
《
か
ら
・
へ
》
　
　
　
零
。
犀
ψ
b
。
旨
h
）
「
世
界
」
の
こ
の
疑
問
符
を
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
惟
に
於
　
軸

と
言
う
経
験
の
不
思
議
な
動
性
の
事
実
と
共
に
、
《
今
・
此
》
へ
否
応
な
　
　
い
て
究
明
し
て
み
た
い
。
彼
に
よ
る
と
、
哲
学
と
は
「
世
界
と
い
う
大
き

く
戻
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
「
不
思
議
」
と
は
、
　
《
何
処
》
が
分
ら
ぬ
　
　
な
事
実
L
を
究
尽
す
る
「
世
界
智
」
（
図
゜
b
。
b
。
“
捗
）
で
あ
り
、
彼
は
実
際
彼

ま
ま
に
《
今
・
此
》
を
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
生
き
て
い
る
　
　
　
の
暗
い
沈
黙
の
転
換
期
の
遺
稿
『
世
代
』
（
H
°
。
H
ど
H
。
。
H
。
。
”
H
°
。
H
朝
年
に
於
い

《此
・
今
》
を
廻
る
問
に
於
い
て
何
か
「
世
界
」
と
言
う
様
な
こ
と
が
同
　
　
て
、
こ
の
《
何
処
か
ら
何
処
へ
》
を
形
而
上
学
的
・
神
話
詩
的
（
B
旨
ぎ
・

時
に現
わ
れ
て
い
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱
。
Φ
静
昏
）
に
徹
底
し
て
問
う
た
の
で
あ
る
。
　
彼
の
生
涯
の
思
惟
全
体
か

　叉
、
こ
の
間
は
形
而
上
学
的
で
あ
る
よ
り
は
寧
ろ
端
的
に
宗
教
的
で
あ
　
　
　
ら
し
て
、
神
話
か
ら
出
て
神
話
へ
帰
り
行
く
壮
大
な
運
動
で
あ
り
、
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
を
人
間
が
問
い
得
る
事
自
身
、
そ
こ
に
既
に
経
　
　
　
比
類
な
く
宗
教
的
で
あ
る
。
特
に
『
世
代
』
の
構
想
の
底
に
は
、
　
「
風

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

験
の
宗
教
性
乏
も
言
う
べ
き
も
の
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
（
こ
ミ
亀
ミ
）
は
思
い
の
ま
ま
に
吹
く
。
あ
な
た
は
そ
の
音
を
聞
く
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

宗教
の
特
別
の
境
域
を
経
験
す
る
と
言
う
事
で
は
な
く
、
た
と
え
如
何
に
　
　
れ
が
何
処
か
ら
来
て
何
処
へ
行
く
か
知
ら
な
い
」
（
H
9
°
ω
韓
c
。
）
と
言
う
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

項
末
な
経
験
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
来
て
行
く
経
験
で
あ
る
以
上
は
、
既
　
　
　
の
比
喩
、
風
の
如
き
自
由
の
モ
チ
ー
フ
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
「
世

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に何
ら
か
の
意
味
で
宗
教
性
の
広
い
地
盤
の
上
で
成
立
し
て
い
る
の
で
は
　
　
　
界
」
と
言
う
問
題
と
の
連
関
で
、
　
「
世
界
」
経
験
と
し
て
論
究
す
る
こ
と

研

究

ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九



一
二
〇

が
小
論
の目
標
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
1
現
に
1
有
る
も
の
（
び
霞
①
諺
・
伍
卑
゜
。
o
団
o
口
価
）
と
し
て
見
い
出
す
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　

e　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
こ
と
、
即
ち
、
既
に
意
識
さ
れ
た
自
我
が
世
界
を
生
み
出
す
こ
と
は
決

　
シ
ェ
リ
ン
グ
（
以
下
「
彼
」
と
略
）
の
世
界
理
解
の
根
底
に
は
生
き
た
　
　
し
て
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
っ
て
来
た
。
L
（
図
㊤
゜
。
強
調
原
丈
）
彼

自
然
の
根
源
的
経
験
（
直
観
）
が
あ
る
。
人
間
と
は
「
自
然
の
子
」
で
あ
　
　
は
勿
論
フ
ィ
ヒ
テ
の
偉
大
な
洞
見
、
自
我
の
自
己
措
定
の
絶
対
性
を
知
悉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

り
、
　
「
も
し
自
然
が
神
に
属
し
て
い
な
い
な
ら
ば
我
々
人
間
も
ま
た
神
に
　
　
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
自
己
措
定
に
は
世
界
（
非
我
）
の
「
現
に
1
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

属す
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
ま
で
言
う
（
≦
諺
b
Q
隷
）
。
と
こ
ろ
が
、
近
　
　
　
に
」
の
構
造
（
団
比
o
馨
餌
け
）
が
潜
在
す
る
の
で
あ
る
。
自
我
の
絶
対
的
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

世
哲
学
に
は
こ
の
自
然
の
生
き
た
根
底
が
欠
落
し
て
お
り
、
近
世
文
化
全
　
　
　
由
の
経
験
に
は
、
自
我
と
等
根
源
的
な
「
世
界
」
経
験
の
全
体
が
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

体
は
「
絶
対
者
を
自
己
の
外
に
持
た
ん
と
す
る
無
制
約
的
要
求
」
と
し
て
　
　
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
意
識
と
は
、
意
識
的
自
己
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

「

根本
誤
謬
」
に
陥
っ
て
い
る
（
＜
H
H
。
。
α
ρ
＜
H
O
。
。
轡
）
。
　
こ
の
要
求
の
　
　
　
は
届
か
な
い
意
識
以
前
の
「
彼
岸
の
領
域
」
か
ら
の
「
自
己
自
身
に
到
来

背後
に
は
、
　
「
絶
対
者
を
最
内
奥
の
主
観
性
の
内
に
受
容
す
る
」
基
督
教
　
　
　
す
る
働
き
L
（
餌
゜
僧
’
O
．
）
（
跨
旨
。
団
け
幽
①
ω
N
停
巴
o
げ
・
°
。
匹
訂
学
犀
o
日
日
①
昌
）
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず
か

の

世界
理
解
が
あ
り
、
こ
れ
が
そ
の
意
図
と
正
反
対
の
現
象
、
即
ち
、
世
　
　
　
こ
の
自
己
到
来
は
「
自
己
の
外
に
自
ら
（
＜
O
昌
・
ω
一
〇
げ
）
既
に
有
っ
た
こ
と
」

界
か
ら
生
命
原
理
を
撤
去
し
、
神
的
な
る
も
の
を
徹
頭
徹
尾
こ
の
世
界
の
　
　
　
（
麟
⑩
6
を
前
提
し
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
自
己
外
既
有
は
「
現
実
的
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

外
へ
押
し
出
す
こ
と
で
、
こ
の
世
界
を
生
命
な
き
硬
直
化
へ
も
た
ら
す
と
　
　
　
的
意
識
に
先
行
す
る
超
越
論
的
過
去
」
（
餌
゜
P
°
O
°
）
と
呼
ば
れ
る
。
《
我
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

いう
現
象
を
惹
起
し
た
と
言
う
（
＜
H
8
h
°
）
。
こ
れ
は
神
と
自
然
の
二
重
　
　
り
》
と
言
う
事
は
、
自
己
到
来
と
し
て
、
そ
の
有
に
於
い
て
通
常
の
我
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

喪失
で
あ
り
、
不
自
然
な
神
と
神
な
き
自
然
の
支
配
に
よ
る
世
界
の
機
　
　
　
枠
を
破
る
様
な
大
き
な
動
性
が
自
己
の
由
来
と
共
に
経
験
さ
れ
る
事
に
他

械
化
・
空
洞
化
で
あ
る
。
世
界
は
単
な
る
「
像
の
像
、
無
の
無
、
影
の
　
　
な
ら
な
い
。
こ
の
動
性
は
、
自
我
に
よ
っ
て
無
意
識
に
辿
ら
れ
る
「
自
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

影
」
（
＜
H
目
鍵
呂
と
し
て
世
界
な
き
世
界
（
無
世
界
性
）
の
虚
な
空
間
と
　
　
　
の
超
越
論
的
歴
史
」
（
p
p
ρ
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
哲
学
と
は
「
意
識

堕す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
自
我
が
自
己
の
外
に
有
る
こ
と
の
始
源
か
ら
最
高
の
意
識
に
到
る
ま
で

　
こ
の
世
界
の
問
題
は
既
に
本
質
的
に
フ
ィ
ヒ
テ
と
の
対
決
の
内
に
炸
裂
　
　
　
の
全
道
程
を
自
ら
意
識
を
持
っ
て
辿
る
事
で
あ
る
」
（
図
O
㎝
）
と
捕
捉
さ
れ

し

て

いる
。
こ
の
対
決
は
後
年
の
哲
学
史
講
義
の
次
の
言
葉
に
明
瞭
に
出
　
　
て
い
る
。
こ
の
始
源
か
ら
の
動
性
は
、
後
に
「
世
代
」
に
於
い
て
世
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て

いる
。
「
私
が
私
自
身
に
と
っ
て
現
に
有
る
と
同
時
に
私
が
私
を
意
識
　
　
　
脱
自
的
開
始
性
（
彗
｛
ぎ
σ
q
諄
げ
）
の
根
本
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
い
う
こ
と
、
《
我
有
り
》
と
い
う
言
表
と
同
時
に
私
が
世
界
を
既
　
　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
自
我
性
と
は
徹
頭
徹
尾
自
我
自
身
の
行
為
で
あ



り
、
こ
の
行
為
を
度
外
視
す
れ
ば
自
我
性
は
無
で
し
か
な
い
と
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
⇔

又自
我
性
は
対
自
的
に
の
み
有
り
自
体
的
に
有
る
の
で
は
な
い
と
言
う
　
　
　
　
絶
対
者
を
廻
っ
て
世
界
に
疑
問
符
が
付
け
ら
れ
て
来
る
如
き
「
世
界
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（＜
合
）
。
だ
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
自
体
の
無
こ
そ
「
世
　
　
　
経
験
は
、
一
連
の
有
名
な
「
何
故
」
の
問
に
隠
顕
さ
れ
得
る
。
最
後
期
の

界
L
経
験
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
り
、
こ
の
無
に
於
い
て
世
界
全
体
が
出
　
　
間
（
×
日
8
b
。
声
く
σ
q
ピ
H
①
゜
。
）
と
同
一
性
哲
学
の
問
（
＜
H
H
韻
”
＜
昌
H
置
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

会
わ
れる
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
世
界
の
原
理
と
さ
れ
た
自
我
性
の
無
」
　
　
　
と
を
比
較
し
、
双
方
の
間
に
視
点
の
転
換
及
世
界
理
解
の
転
調
が
存
す
る

つ
q薩
強
調
原
丈
）
と
称
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
自
我
的
経
験
の
殼
を
破
っ
　
　
　
こ
と
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
こ
の
転
換
は
「
世
代
」
に
於
い
て
成
立
し
た

た様
な
「
世
界
」
経
験
の
兆
が
窺
え
る
。
既
に
「
自
然
哲
学
の
理
念
」
　
　
　
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
ミ
リ
゜
。
年
）
の
中
で
「
経
験
か
ら
由
来
す
る
究
極
の
知
は
宇
宙
が
在
る
と
言
　
　
　
同
一
性
哲
学
は
、
自
我
性
の
無
に
於
い
て
絶
対
者
を
自
己
の
外
に
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
　
ジ
ツ
ヒ

う
こ
と
（
山
巴
酬
o
ぽ
d
ぼ
く
Φ
房
ロ
日
Φ
邑
ω
け
回
Φ
邑
で
あ
る
。
こ
の
命
題
こ
そ
　
　
ず
に
直
観
す
る
自
我
の
自
体
を
み
て
と
っ
た
。
こ
の
自
体
は
知
的
直
観

経
験
そ
のも
の
の
限
界
で
あ
る
」
（
H
H
漣
）
と
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
　
　
　
に
於
け
る
主
観
の
捨
象
に
よ
る
「
無
限
定
な
主
観
・
客
観
」
（
醤
置
。
。
）
と

経験
の
限
界
に
立
っ
て
宇
宙
の
合
与
1
ー
世
界
の
事
実
に
直
面
し
て
い
　
　
し
て
絶
対
の
光
に
触
れ
た
理
性
で
あ
る
つ
q
嶺
㎝
）
。
こ
の
理
性
か
ら
見
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
彼
自
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
言
わ
ば
限
界
経
験
こ
そ
が
「
世
　
　
ば
有
る
も
の
は
す
べ
て
自
体
と
し
て
は
絶
対
に
無
限
な
る
も
の
自
身
で
あ

ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

界
」
経
験
な
の
で
あ
る
。
更
に
初
期
の
小
論
の
中
で
は
、
　
「
何
故
そ
も
そ
　
　
る
。
こ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
在
性
の
肯
定
（
諺
出
印
同
口
μ
㊤
け
一
〇
口
）
、
有
る
か

　
　
　
　
　
　
　
エ
ス
　
ギ
ロ
ブ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

も
経
験
の
領
域
が
存
　
在
す
る
の
か
」
（
H
。
。
H
O
）
と
言
う
不
気
味
な
問
を
投
　
　
　
ら
有
る
と
言
う
有
の
端
的
な
肯
定
（
切
。
冒
ピ
ロ
ぴ
q
）
が
言
わ
ば
絶
対
無
限
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

げ
か
け
て
い
る
。
「
世
界
の
謎
、
即
ち
次
の
間
、
如
何
に
し
て
絶
対
者
が
　
　
　
世
界
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
絶
頂
の
世
界
に
於
い
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ま
い

自
己
自
身
か
ら
踏
出
し
て
、
ひ
と
つ
の
世
界
を
自
己
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
　
　
　
の
「
無
限
性
の
深
淵
に
眩
量
を
起
こ
し
た
悟
性
」
に
よ
っ
て
思
い
が
け
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が出
来
る
の
で
あ
る
か
」
（
帥
゜
㊤
゜
O
°
）
、
こ
の
問
こ
そ
、
世
界
と
い
う
謎
1
　
　
　
く
も
発
せ
ら
れ
る
問
、
そ
れ
が
「
何
故
無
で
は
な
い
の
か
。
何
故
そ
も
そ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

絶
対者
の
自
己
踏
出
（
団
⑦
鎚
房
俘
卑
o
菖
と
等
根
源
的
に
同
時
的
な
世
界
　
　
　
も
或
る
も
の
が
有
る
の
か
」
（
＜
H
H
α
ρ
＜
H
口
起
問
の
前
半
A
、
後
半
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の

性
起
i
に
直
面
し
た
世
界
問
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
思
惟
全
体
を
初
　
　
と
略
）
な
の
で
あ
る
。
有
る
か
ら
有
る
と
言
う
有
の
無
制
約
的
必
然
性
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ソ
ト
ロ
　
ス

め
から
貫
く
根
本
動
向
を
窺
う
事
が
出
来
る
。
　
「
世
代
」
で
は
こ
の
「
世
　
　
　
そ
の
「
永
遠
の
肯
定
」
の
極
に
思
い
が
け
な
く
も
そ
れ
自
身
底
な
し
の
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

界
の
謎
」
が
、
世
界
の
始
源
の
問
題
を
介
し
て
「
時
の
謎
」
と
し
て
究
尽
　
　
　
淵
に
急
転
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
が
後
期
の
如
く
切
・
諺
で
な
く
跨
・
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
。
断
゜
華
H
°
。
α
渇
㊤
レ
①
゜
＜
日
卜
。
㎝
㎝
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
発
問
の
冒
頭
（
A
）
「
何
故
無
で
は
な
い
の

研

究

ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ソ
ト
ロ
ロ
ス

か？
」
に
は
、
無
に
於
い
て
無
以
外
の
何
か
に
既
に
遭
遇
し
て
い
る
驚
き
　
　
　
ど
こ
ま
で
も
底
無
し
で
あ
る
。
「
世
代
」
で
は
、
後
述
の
如
く
こ
の
《
何

が

含ま
れ
て
い
る
。
透
明
な
絶
対
無
限
の
境
域
か
ら
し
て
無
で
あ
る
筈
の
　
　
処
》
を
自
問
す
る
至
高
者
は
「
知
恵
」
（
q
§
ε
の
象
徴
を
と
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
フ
ナ
ア
デ
ソ
ク
リ
ツ
ヒ

見
知ら
ぬ
何
か
へ
の
感
嘆
詞
の
如
き
問
で
あ
る
。
問
B
は
「
そ
も
そ
も
或
　
　
《
ロ
ロ
・
＜
o
巳
Φ
口
窪
島
》
な
始
源
が
究
明
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
も
　
そ
　
も

る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
　
こ
の
含
げ
o
跨
節
巷
》
は
単
な
　
　
　
　
さ
て
後
期
の
「
啓
示
の
哲
学
序
論
」
冒
頭
の
有
名
な
問
は
、
彼
の
全
生

　
　
　
　
　
　
　
　
或
る
も
の
　
　
　
、
、
、

る
強
辞
で
は
な
く
《
①
響
霧
》
の
全
体
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
A
に
於
い
　
　
涯
の
思
惟
の
道
程
回
顧
の
終
局
に
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
自
然
と
人
間
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

て隠
れ
て
い
た
何
か
は
、
B
の
全
体
性
に
於
い
て
端
的
に
「
世
界
」
を
顕
　
　
史
を
究
尽
せ
ん
と
試
み
て
来
た
が
、
そ
の
度
毎
に
何
故
植
物
が
、
動
物
が
、

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
ス
　
ギ
ロ
プ
ト

すと
思
わ
れ
る
。
乱
暴
に
言
え
ば
、
こ
の
間
跨
・
切
は
、
「
神
以
外
に
何
故
　
　
　
人
間
が
存
　
在
す
る
の
か
と
い
う
問
が
起
っ
た
。
　
「
一
切
は
空
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ

世界
が
有
る
の
か
」
と
言
う
世
界
（
有
限
性
）
の
事
実
へ
の
驚
愕
の
問
で
　
　
　
（
伝
道
の
書
）
か
と
言
う
懐
疑
を
込
め
て
彼
は
言
う
。
　
「
人
間
と
そ
の
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
時
期
で
は
、
　
「
こ
の
間
に
対
し
て
、
或
る
も
の
で
は
　
　
（
日
毒
）
が
世
界
を
把
握
し
得
る
よ
う
に
す
る
な
ど
と
は
と
ん
で
も
無
い

な
く
、
た
だ
一
切
（
伍
器
諺
ε
或
は
神
の
み
が
完
全
な
答
で
あ
る
」
（
＜
昌
　
　
　
こ
と
だ
、
ま
さ
に
人
間
自
身
こ
そ
最
も
把
握
さ
れ
得
ぬ
も
の
な
の
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

H
謹
）
と
さ
れ
、
神
の
理
念
の
絶
対
肯
定
爲
8
達
o
ε
に
よ
る
無
の
絶
対
　
　
　
（
×
H
H
H
刈
）
。
人
間
自
身
が
全
体
と
し
て
根
底
か
ら
不
可
解
な
も
の
に
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

否定
（
累
o
σ
q
讐
す
呂
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
絶
対
の
世
界
は
言
　
　
　
き
な
疑
問
符
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
、
世
界
と
の
連
関
で
世
界
の

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
ば

《
世
界な
き
世
界
》
で
あ
ろ
う
。
有
の
必
然
性
そ
れ
自
身
が
深
淵
的
　
　
事
実
に
直
面
す
る
こ
と
と
し
て
《
？
》
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
を
把

にな
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
限
性
の
世
界
が
そ
の
深
淵
に
浮
か
び
上
っ
て
　
　
握
し
得
る
よ
う
に
す
る
筈
の
人
間
が
《
？
》
な
ら
ば
、
世
界
は
二
重
の
疑

来
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
問
符
《
7
9
》
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
世
界
の
真
の
根
底
に
絶
望
す
る
程
」
で

　
後期
で
は
、
こ
の
必
然
性
は
「
人
間
理
性
に
と
っ
て
の
真
の
深
淵
」
　
　
　
あ
る
と
嘆
き
つ
つ
か
の
間
を
言
う
。
「
ま
さ
し
く
彼
、
人
間
こ
そ
が
私
を

（カ
ン
ト
）
と
し
て
の
「
あ
ら
ゆ
る
思
惟
に
先
行
す
る
有
の
無
制
約
的
必
　
　
　
最
後
の
絶
望
に
満
ち
た
問
へ
と
駆
り
立
て
る
、
即
ち
、
何
故
そ
も
そ
も
或

然性
」
（
）
ハ
H
H
H
H
①
Q
o
｛
’
）
と
さ
れ
、
　
カ
ン
ト
の
必
然
的
至
高
者
の
獅
印
解
引
　
　
　
る
も
の
が
有
る
の
か
。
な
ぜ
無
で
は
な
い
の
か
L
（
×
H
H
H
8
＜
σ
q
ピ
b
o
島
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

用
さ
れ
る
。
　
「
私
は
永
遠
か
ら
永
遠
へ
と
有
り
、
私
以
外
に
、
又
私
の
意
　
　
　
こ
こ
で
以
前
の
問
跨
．
切
は
切
．
跨
と
逆
転
さ
れ
て
い
る
。
人
間
に
と
っ
て

志
に
よ
る
以
外
に
何
も
の
も
有
り
得
な
い
、
し
か
し
、
こ
の
称
ゆ
価
処
か
　
　
自
己
自
身
が
最
早
自
明
の
も
の
で
な
く
《
？
V
に
な
る
こ
と
と
等
根
源
的

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
来
た
の
で
あ
る
か
」
（
P
°
p
自
゜
O
’
国
9
口
け
犀
゜
山
肖
．
＜
°
勺
げ
】
W
°
α
゜
㎝
c
◎
c
o
）
。
有
は
　
　
　
に
、
世
界
が
根
底
か
ら
そ
れ
自
身
更
に
大
き
な
《
？
V
、
言
わ
ば
《
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

必
然
的
であ
っ
て
も
、
そ
の
必
然
性
そ
れ
自
身
は
最
早
根
拠
づ
け
ら
れ
ず
　
　
　
な
き
世
界
》
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
前
の
問
b
自
が
絶
対
無
限
の
《
世



ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

界
な
き
世
界
》
か
ら
発
せ
ら
れ
た
問
で
あ
る
な
ら
ば
、
　
こ
こ
の
間
切
・
跨
　
　
　
て
捕
捉
し
直
す
と
言
う
課
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
、
無
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
世
界
そ
の
も
の
か
ら
、
即
ち
《
世
界
な
き
世
界
》
の
事
実
か
ら
発
せ
　
　
　
無
終
の
整
合
的
体
系
の
自
己
円
環
（
へ
ー
ゲ
ル
）
を
突
き
破
っ
て
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
れ
た
問
で
あ
ろ
う
。
双
方
の
間
に
は
世
界
理
解
の
深
化
転
変
が
あ
る
。
　
　
　
単
な
る
世
界
の
義
認
（
弁
神
論
）
で
は
な
く
、
世
界
を
歴
史
的
に
思
惟
せ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

世界
が
世
界
と
し
て
出
会
わ
れ
る
「
世
界
」
経
験
は
如
何
に
し
て
成
立
す
　
　
　
ん
と
す
る
神
統
記
（
日
冨
。
α
q
o
巳
Φ
）
が
「
世
代
」
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ

る
の
か
。
「
世
界
の
真
の
根
底
」
と
は
何
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
る
（
ぐ
α
q
ピ
9
出
接
2
日
器
日
ゲ
8
同
団
。
F
男
冨
臥
9
ω
↓
堵
ω
」
。
。
㎝
い
）
。

　
　
　　
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
代
」
は
、
　
「
根
源
本
質
者
（
d
葺
o
ω
①
口
）
の
発
展
の
歴
史
」
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
「

世界
の
謎
」
に
「
時
の
謎
」
を
重
ね
る
「
世
代
」
の
構
想
1
そ
れ
　
　
　
根
源
生
命
者
の
自
己
展
開
の
叙
述
で
あ
り
、
神
的
根
源
者
が
世
界
創
造
以

　
ア
ソ
フ
ア
ソ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

は
始

　源
を
廻
っ
て
の
悪
戦
苦
闘
で
あ
り
、
世
界
の
開
始
性
を
根
拠
づ
け
　
　
前
か
ら
世
界
を
経
て
永
遠
の
完
成
へ
と
自
展
し
て
ゆ
く
壮
大
な
宇
宙
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
ロ
フ

る
試
み
で
あ
る
ー
の
背
後
に
潜
む
彼
の
動
機
を
「
世
代
」
の
一
般
的
構
　
　
　
論
的
神
統
記
の
体
系
で
あ
り
、
各
々
に
過
去
．
現
在
．
将
来
が
対
応
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

成と
共
に
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
前
期
の
「
何
故
」
の
問
の
発
端
に
意
外
な
　
　
　
る
「
時
の
偉
大
な
体
系
」
と
し
て
樽
想
さ
れ
た
が
、
こ
の
体
系
計
画
は

謎
が

孕ま
れ
て
い
た
様
に
・
絶
対
者
を
自
己
の
エ
捌
ソ
ど
す
る
彼
の
思
惟
　
　
　
「
遜
卦
」
篇
の
み
で
途
絶
し
た
（
芝
諺
μ
ρ
H
跨
に
H
弘
μ
゜
。
”
＜
H
目
H
⑩
O
h
）
。

（
絶
対同
一
性
の
立
場
）
に
思
い
が
け
な
い
震
憾
が
起
こ
る
。
こ
の
世
界
　
　
　
こ
の
過
去
は
言
わ
ば
神
が
創
造
に
よ
っ
て
自
己
に
到
来
す
る
以
前
の
「
永

が絶
対
の
神
的
世
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
世
界
の
救
済
は
最
早
あ
り
得
　
　
　
遠
の
時
」
で
あ
り
、
神
性
の
「
永
遠
の
生
」
か
ら
神
の
内
な
る
「
諸
潜
勢

な
い
。
だ
が
、
そ
れ
な
ら
こ
の
世
界
の
悲
惨
と
腐
敗
は
ど
う
な
る
の
か
。
　
　
　
力
の
生
」
を
経
て
「
現
実
的
有
の
受
容
（
神
の
誕
生
．
啓
示
）
」
へ
到
る
創

こ
の
世
界
に
於
け
る
偶
然
や
恣
意
の
威
力
、
不
条
理
な
も
の
の
暗
い
残
余
、
　
　
造
以
前
の
神
の
内
在
運
動
で
あ
る
（
＜
H
H
H
ド
O
¶
炉
即
斜
ρ
）
。
こ
こ
に
は
h

生
の
脆
さ
と
優
さ
、
病
と
死
の
必
然
性
、
自
然
の
不
気
味
な
諸
現
象
、
そ
　
　
い
わ
ゆ
る
「
永
遠
の
今
」
（
宗
教
性
の
核
）
の
更
に
深
い
背
景
1
「
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
何
よ
り
も
重
大
な
人
間
の
諸
悪
、
こ
れ
ら
は
何
処
か
ら
来
る
の
か
。
　
　
　
遠
の
過
去
に
基
づ
か
ぬ
永
遠
の
現
在
」
（
＜
H
H
H
b
◎
①
O
h
°
）
は
空
虚
で
あ
る
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

世界
の
悲
惨
と
頽
廃
の
由
来
は
、
内
世
界
的
説
明
の
一
切
を
超
え
て
お
り
、
　
　
－
と
し
て
の
過
去
の
深
淵
を
究
尽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
生
き
し

人間
の
「
根
源
悪
」
　
（
カ
ン
ト
）
に
よ
っ
て
も
尽
さ
れ
得
な
い
。
そ
れ
故
　
　
　
た
永
遠
を
把
握
せ
ん
と
す
る
意
図
が
あ
る
。
　
「
世
代
」
の
特
徴
を
も
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
、
世
界
全
体
の
錯
倒
の
根
源
は
世
界
の
始
源
そ
の
も
の
の
内
に
探
求
さ
　
　
言
す
る
と
、
神
と
人
間
と
の
大
胆
な
呼
応
関
係
が
あ
る
。
最
早
人
間
が
絶

れ
ねば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
こ
の
錯
倒
世
界
を
、
有
限
性
の
諸
規
定
　
　
　
対
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
絶
対
老
が
人
間
的
自
由
か
ら
見
ら

を

超出
し
た
次
元
ー
絶
対
者
か
ら
の
発
現
（
自
己
踏
出
）
1
に
於
い
　
　
れ
て
い
る
。
《
視
点
は
人
間
か
ら
、
だ
が
問
題
の
場
は
神
の
内
に
》
と
言

研

究
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
三



＝
一
四

う
傾
向
が
「
自
由
論
」
以
来
顕
著
で
あ
る
。
　
「
人
間
は
神
の
内
に
有
る
」
　
　
　
　
↑
）
既
に
起
き
た
事
は
何
か
と
言
う
問
に
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ

の

であ
り
、
　
「
己
の
内
な
る
神
を
も
っ
て
己
の
外
な
る
神
を
把
握
す
る
」
　
　
　
ろ
う
事
が
答
と
な
り
、
何
が
起
こ
る
だ
ろ
う
か
と
言
う
問
に
は
既
に
起
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
ト
ロ
ボ
ス
　
モ
ル
フ
エ
ロ

の

であ
る
（
＜
H
H
ω
。
。
P
。
。
。
。
刈
）
。
人
　
間
の
姿
（
竃
も
§
）
は
最
早
自
明
で
　
　
た
事
が
答
と
な
る
様
な
世
界
の
時
理
解
（
「
日
の
下
に
新
し
き
も
の
な
し
」

は
な

い

から
こ
そ
、
「
無
制
限
の
擬
人
論
（
貯
け
訂
o
℃
o
日
o
弓
ぼ
・
。
目
岳
）
」
、
　
　
伝
凶
）
は
、
「
低
界
ゆ
魯
険
悔
」
を
時
に
於
い
て
示
す
も
の
だ
と
言
う

即
ち

「

必
然的
有
の
唯
一
の
点
を
除
け
ば
ど
こ
ま
で
も
一
貫
し
た
全
体
的
　
　
　
（
≦
諺
H
b
。
ρ
H
。
。
。
。
b
b
。
。
。
）
。
　
「
こ
の
世
界
の
時
は
、
そ
れ
自
身
の
内
に
真
の

な神
の
人
間
化
」
が
既
に
覚
悟
さ
れ
て
い
る
（
ノ
N
H
H
H
H
①
刈
｛
°
）
。
そ
れ
故
、
　
　
　
過
去
も
本
来
的
将
来
も
含
ま
れ
て
い
な
い
ひ
と
つ
の
大
き
な
時
に
す
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「

現在
か
ら
過
去
と
言
う
最
も
深
い
夜
へ
と
展
開
の
遙
か
な
道
程
を
逆
に
　
　
　
い
。
だ
が
、
ま
さ
に
そ
れ
故
に
そ
れ
自
身
の
外
に
、
時
の
全
体
に
属
す
る

辿る
」
人
間
自
身
の
「
生
命
の
歴
史
」
は
「
宇
宙
の
歴
史
」
と
一
致
呼
応
　
　
こ
れ
ら
の
時
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
真
の
過
ぎ
去
っ
た
時
は
世
界
の
時
以

する
と
言
わ
れ
る
（
＜
H
H
H
b
⊃
O
ρ
b
。
O
刈
）
。
大
宇
宙
は
小
宇
宙
に
映
じ
、
小
宇
　
　
前
に
有
っ
た
時
で
あ
り
、
真
の
将
来
的
時
は
世
界
の
時
以
後
に
有
る
で
あ

宙
を
尽
す
こ
と
が
大
宇
宙
展
開
の
鍵
と
な
る
。
初
期
か
ら
の
鏡
（
ω
℃
o
？
　
　
　
ろ
う
時
で
あ
る
」
（
葦
詰
ρ
H
c
。
。
。
弘
O
c
。
”
b
。
鵠
h
）
。
世
界
の
時
は
、
世
界

　
　
　
　
モ
チ
ロ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
エ
ル
ト
ア
ル
タ
ほ

ピ
目
）
の
主
題
の
深
化
が
窺
え
る
。
以
上
が
「
世
代
」
の
一
般
的
概
観
で
　
　
　
以
前
の
過
去
と
世
界
以
後
の
将
来
の
間
の
大
き
な
現
在
で
あ
り
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
時
の
全
体
（
し
ひ
嚢
れ
e
℃
0
の
）
の
一
分
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
時
が
世
界
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
神
話
詩
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
世
界
は
一
、
時
は
三
）
。
　
し
か
も

　
　
ヴ
ェ
ル
ト
コ
ア
ル
タ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
《
薯
の
亨
鋒
。
》
の
根
本
意
図
は
、
世
界
が
時
と
し
て
時
が
世
界
と
し
て
　
　
　
世
界
が
、
世
界
の
内
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
世
界
を
超
え
た
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
オ
　
ネ
ス

経
験さ
れ
る
大
・
小
宇
宙
の
根
源
的
次
元
を
開
く
事
で
あ
り
、
そ
こ
に
世
　
　
か
ら
脱
自
的
（
㊤
口
ゆ
①
同
の
一
〇
】
P
）
に
両
方
向
に
無
限
な
「
時
の
全
体
」
の
上
に

　
　
　
　

界
の
開
始
的
脱
自
性
を
呈
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
世
界
全
体
に
於
　
　
浮
か
び
上
っ
て
来
る
よ
う
に
捕
捉
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
時
は
、
世
界
の

ける
よ
り
深
い
関
係
の
よ
り
高
い
経
験
」
（
堵
跨
H
O
刈
）
こ
そ
「
世
界
」
経
　
　
　
外
の
加
遡
ゆ
晦
（
ミ
◎
器
碗
）
の
自
己
限
定
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
そ

験
な
の

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
に
世
界
経
験
の
壮
大
な
背
景
も
あ
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
内
世
界
的
時

　
世代
に
は
二
重
（
厳
密
に
は
三
重
）
の
時
理
解
が
あ
る
。
世
界
経
験
の
　
　
　
（
過
・
現
・
未
）
は
、
大
き
な
時
全
体
の
「
写
像
、
反
復
」
に
す
ぎ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
オ
ぱ
ン

大き
な
背
景
と
な
る
《
ミ
警
V
の
時
丁
）
と
、
世
界
経
験
が
開
か
れ
る
決
　
　
　
と
言
う
（
㊤
’
9
°
O
°
）
。

　
　
カ
イ
ロ
ス

定
的
瞬間
（
融
ミ
も
o
嚇
）
の
時
（
”
1
1
）
、
そ
れ
と
後
述
の
根
源
的
自
然
に
比
せ
ら
　
　
　
　
（
“
1
1
）
他
方
、
「
時
の
系
譜
」
（
壽
胡
典
）
に
於
い
て
は
、
更
に
鋭
い
時

　
　
　
　
ク
　
ロ
　
ノ
　
ス

れる
傘
忘
き
喝
》
の
時
（
●
－
．
－
）
で
あ
る
。
（
－
）
（
”
1
1
）
を
先
ず
見
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
の
動
的
（
音
口
9
日
即
ω
魯
）
な
把
握
が
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
世



　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ヘ
　
へ
　
し

界
や
ま
し
て
事
物
が
「
時
の
中
に
有
る
」
と
見
倣
さ
れ
る
の
は
根
本
的
錯
　
　
　
　
（
9
1
●
－
0
1
）
こ
の
始
源
を
廻
っ
て
の
彼
の
思
惟
の
悪
戦
苦
闘
に
は
、
認
識
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ス
モ
ロ
ギ
ロ

誤
だと
言
う
。
　
「
如
何
な
る
事
物
も
時
の
中
で
生
起
す
る
の
で
は
な
く
て
、
　
　
次
元
で
の
宇
宙
論
の
枠
を
超
え
た
極
め
て
深
刻
な
も
の
が
あ
る
。
世
界
と

各
々
の
事
物
に
於
い
て
時
が
全
く
新
に
永
遠
か
ら
直
接
に
生
起
す
る
」
　
　
蒔
の
始
源
（
誉
慧
）
が
開
か
れ
な
け
れ
ば
、
世
界
は
ま
さ
に
無
始
源
（
音
蕊
×
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（

毒
　
刈
o
o
h
曾
　
　
ノ
N
H
H
H
　
b
⊃
O
O
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
　
　
　
　
）
と
言
う
。
時
を
直
観
の
形
式
と
み
た
カ
ン
ト
　
　
と
し
て
世
界
な
き
世
界
（
無
世
界
性
）
と
時
な
き
時
（
無
時
性
）
の
一
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ヒ
キ
ロ

の

欠点
は
「
時
の
普
遍
的
主
観
性
」
を
充
分
に
認
識
し
尽
さ
な
か
っ
た
処
　
　
　
廃
櫨
と
化
す
で
あ
ろ
う
（
ぐ
α
q
一
’
図
㊤
O
）
。
こ
の
《
ミ
§
×
貯
V
に
彼
の
「
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

にあ
る
（
毛
諺
刈
c
。
）
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
時
有
り
、
し
か
も
「
内
的
に
固
　
　
　
（
ω
Φ
着
）
」
理
解
の
一
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
「
有
」
は
「
実
存
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

有
な
生
来
の
内
住
す
る
時
」
が
有
る
。
こ
こ
で
も
時
の
個
と
全
体
の
有
機
　
　
　
底
」
と
し
て
の
「
神
の
内
な
る
自
然
」
に
対
応
し
、
一
八
一
〇
年
の
私
講

的
連関
が
貫
か
れ
、
個
々
の
時
は
既
に
全
体
と
し
て
の
時
を
前
提
し
て
お
　
　
以
来
「
有
者
と
有
」
（
ω
o
閤
ロ
匹
Φ
ω
戸
o
Q
o
着
）
「
有
者
と
非
有
者
」
（
ω
。
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
エ
ロ
マ

り
、
個
に
全
体
が
生
き
て
映
る
と
す
る
（
芝
諺
◎
Q
ド
）
。
　
「
時
は
個
々
の
瞬
　
　
　
o
巳
o
ω
F
乞
器
窪
ω
塁
①
ロ
仙
。
°
・
）
の
図
式
で
思
惟
さ
れ
て
い
る
。
有
は
有
者

ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ユ
キ
ぱ

間
に
於
い
て
全
時
で
あ
り
、
過
・
現
・
未
で
あ
る
。
時
は
過
去
か
ら
で
も
　
　
　
に
対
し
て
そ
れ
自
身
と
し
て
実
在
す
る
の
で
は
な
い
が
、
《
ミ
§
×
ミ
》
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

限界
か
ら
で
も
な
く
、
中
心
か
ら
開
始
す
る
の
で
あ
り
、
各
瞬
間
に
於
い
　
　
言
う
否
み
難
く
怖
る
べ
き
実
在
性
を
孕
む
非
有
者
で
あ
る
。
後
に
詳
述
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て永
遠
と
似
て
い
る
」
（
≦
b
o
o
O
）
。
各
事
物
が
比
類
を
絶
し
て
個
で
あ
　
　
る
が
、
有
者
と
有
、
実
存
と
根
底
と
の
「
決
開
（
ω
。
冨
達
唐
α
q
分
離
）
」
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
の
も
、
そ
れ
ら
が
「
時
の
固
有
の
中
心
点
」
（
P
°
9
ユ
゜
O
°
）
を
有
す
る
か
ら
　
　
前
に
は
、
始
源
を
求
め
て
見
い
出
し
得
ぬ
「
憧
憬
」
の
矛
盾
的
構
造
が
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
レ
メ
ソ
ト

であ
る
。
何
か
物
が
何
処
か
時
の
始
源
に
有
る
の
で
は
な
く
、
「
時
の
始
　
　
　
の
地
を
な
す
。
即
ち
、
こ
の
有
は
、
根
源
的
自
然
の
盲
目
的
衝
動
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

源
」
そ
れ
自
身
が
個
々
の
物
に
於
い
て
有
る
の
で
あ
る
。
「
世
界
の
本
性
　
　
　
て
の
「
永
遠
に
自
己
自
身
の
内
で
旋
廻
す
る
生
命
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

（
累
鴇
自
）
は
、
開
始
的
に
（
p
口
寅
目
α
q
冒
げ
）
有
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
永
遠
の
呼
吸
、
発
生
と
消
滅
、
創
造
と
破
壊
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
最
深
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

だが
、
こ
の
始
源
は
時
の
中
の
始
源
で
は
な
い
」
（
ぐ
『
跨
“
◎
Q
）
。
何
か
物
　
　
ら
最
高
へ
、
最
高
か
ら
最
深
へ
と
廻
る
不
断
の
「
循
環
」
と
し
て
、
「
永

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が

世界
（
時
）
の
中
に
有
る
の
で
は
な
く
、
世
界
が
世
界
と
し
て
開
か
れ
　
　
　
遠
に
始
ま
り
永
遠
に
生
じ
、
絶
え
ず
自
己
自
身
を
呑
み
込
ん
で
は
絶
え
ず

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ノ
ス

て来
る
そ
の
世
界
の
《
開
け
Y
人
開
始
性
》
が
各
々
の
物
に
於
い
て
有
る
　
　
　
自
己
自
身
を
産
み
出
す
時
」
企
為
ミ
駐
》
に
比
さ
れ
て
い
る
（
≦
諺
ミ
”
①
。
。
℃

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の

であ
る
。
時
そ
れ
自
身
の
始
源
と
し
て
の
そ
の
世
界
の
開
始
性
の
根
源
　
　
く
H
H
H
b
。
。
。
O
）
。
又
、
自
己
自
身
を
焼
き
尽
す
「
火
」
（
詰
も
）
と
か
「
生
存
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

的
経
験
こ
そ
世
界
経
験
に
他
な
ら
な
い
。
時
の
中
に
な
い
時
の
始
源
－
　
　
　
車
輪
」
（
ミ
暮
×
尉
忌
n
寄
頴
q
・
読
冒
犀
゜
ω
”
①
）
と
も
言
わ
れ
る
（
＜
H
H
H
b
。
。
。
H
）
。

こ
こ
に
は
《
始
源
》
の
深
い
謎
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
か
か
る
自
然
の
車
輪
（
＜
H
目
b
。
①
e
は
、
生
き
た
自
然
の
根
底
に
開
け
る

研

究
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
五

亀



＝
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

傑
然
たる
深
淵
で
あ
り
、
　
「
自
然
の
運
命
」
と
も
称
さ
れ
、
次
の
如
く
い
　
　
　
で
は
如
何
に
し
て
世
界
と
時
の
始
源
が
開
か
れ
て
来
る
の
か
。
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れる
。
「
人
間
に
は
人
間
が
、
又
神
が
助
け
と
な
る
。
だ
が
こ
の
根
源
　
　
　
「
収
縮
」
（
囚
o
巨
旨
巨
凶
o
口
）
郎
と
し
て
の
神
の
「
自
己
限
定
」
（
ω
匹
訂
叶
o
団
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
オ
　
ス

者
に
は
恐ろ
し
い
孤
独
の
中
で
何
も
の
も
助
け
と
な
ら
な
い
、
こ
の
混
沌
　
　
ω
。
げ
ぎ
ざ
ロ
α
Q
）
に
よ
る
の
で
あ
る
2
目
蕊
。
。
h
‘
≦
諺
b
。
。
。
炉
卜
。
蔭
α
）
。
「
神

の

状態
と
独
り
だ
け
で
闘
い
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
妻
諺
癖
。
。
ご
。
こ
の
　
　
　
の
自
己
限
定
に
よ
っ
て
の
み
時
の
始
源
が
措
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
＜
H
H

無
始
劫来
の
怖
る
べ
き
循
環
、
永
劫
に
始
源
に
届
か
ぬ
「
廻
転
衝
動
」
　
　
　
お
O
）
。
神
の
自
己
限
定
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
有
を
超
え
た
無
底
と
し
て
の
ー

（
d5窪
一
Φ
げ
）
に
は
、
二
ー
チ
ェ
の
「
永
劫
回
帰
」
を
先
駆
す
る
も
の
が
あ
　
　
　
一
切
を
貫
き
な
が
ら
一
切
を
超
え
て
一
切
で
あ
る
永
遠
の
自
由
、
濁
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
で
も
あ
ろ
う
（
窯
諺
癖
b
o
り
く
H
H
H
Q
o
Q
o
癖
｛
°
）
。
人
間
が
人
間
で
有
る
こ
と
に
　
　
　
き
清
朗
（
い
p
ロ
8
蒔
呉
）
と
し
て
の
1
神
性
が
、
「
ひ
と
つ
の
も
の
」
「
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
テ
ン
ツ

自
足
で
き
な
い
不
可
思
議
な
「
過
剰
」
（
¢
げ
o
缶
q
ゆ
）
（
＜
目
H
。
。
お
）
ー
そ
　
　
初
の
潜
勢
」
へ
自
己
自
身
を
閉
じ
込
め
引
き
籠
る
収
縮
で
あ
る
（
＜
目
鵠
O
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
タ
ロ
ペ
ネ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

れ
が有
の
無
始
劫
来
の
宿
命
と
し
て
、
叉
始
源
を
開
き
出
せ
な
い
永
劫
の
　
　
宅
諺
b
。
。
。
爵
b
。
b
。
O
h
）
。
「
時
の
始
源
（
注
意
、
時
の
中
に
あ
ら
ず
）
」
（
＜
昌
爵
。
。
）

ク
　
ロ
　
ノ
　
ス

《
×
q
ミ
騎
》
と
し
て
経
験
さ
れ
て
い
る
の
に
相
違
な
い
。
（
p
p
p
＜
H
H
H
b
。
b
。
①
）
。
　
　
は
、
既
に
自
由
論
に
於
い
て
人
間
の
叡
知
的
業
（
自
由
）
が
時
を
貫
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

コ
切
の
苦
痛
は
有
か
ら
来
る
L
の
で
あ
る
（
＜
H
H
H
ω
゜
。
㎝
）
。
だ
が
注
意
す
　
　
　
「
創
造
の
原
初
（
中
心
）
」
に
直
結
さ
れ
た
如
く
、
こ
こ
で
も
神
の
自
己
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

べき
は
、
こ
の
根
源
的
自
然
（
有
）
が
世
界
そ
れ
自
身
で
は
な
い
こ
と
で
　
　
　
縮
と
し
て
の
根
源
的
創
造
に
直
結
さ
れ
る
（
＜
口
H
。
。
鼠
く
σ
q
ド
＜
H
H
ω
。
。
Φ
弊
）
。

あ
る
。
そ
れ
は
世
界
に
不
可
欠
な
隠
れ
た
前
提
と
し
て
の
世
界
の
根
底
な
　
　
　
こ
の
創
造
は
、
光
の
誕
生
に
先
行
す
る
「
無
意
識
的
な
内
的
に
必
然
的
創

　
　
　
　
　
　
ア
ナ
さ
キ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ケ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の

であ
る
。
《
昏
ミ
も
×
貯
》
は
破
ら
れ
《
書
慧
》
が
開
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
造
」
で
あ
り
、
第
二
の
自
由
な
創
造
と
区
別
さ
れ
る
。
　
「
光
あ
れ
」
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
　
　
ジ
ツ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ヲ

翻
っ
て
見
れ
ば
有
に
も
別
の
相
が
あ
る
。
有
は
本
質
的
に
「
自
己
・
内
・
　
　
　
う
前
に
神
は
天
地
を
創
造
（
げ
胃
薗
）
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
天
地
あ
れ
」
と

ザイ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

有
」
で
あ
り
、
有
に
は
必
然
性
が
「
宿
命
」
と
し
て
付
き
纒
う
か
も
し
れ
　
　
　
は
じ
め
に
言
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
（
課
b
。
鵠
炉
く
H
H
H
。
。
。
。
b
。
）
。
〔
こ

ぬが
、
一
切
の
有
は
自
己
の
顕
示
と
展
開
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
無
　
　
　
の
創
造
含
9
ユ
同
母
に
根
源
的
創
造
が
見
ら
れ
、
「
契
約
」
（
げ
o
馨
げ
＼
o
o
簿
轟
o
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
へ

限
な
る
も
の
が
有
の
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
そ
れ
自
身
発
言
さ
れ
る
の
を
待
　
　
さ
ω
）
や
更
に
「
神
の
子
」
（
げ
㊤
ご
と
の
連
関
も
示
唆
さ
れ
る
（
⇔
の
P
9
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ち焦
れ
て
い
る
と
言
う
（
堵
諺
b
。
b
。
①
ご
。
そ
れ
ぞ
れ
の
各
有
者
は
、
単
に
　
　
　
神
の
自
己
収
縮
は
内
在
的
創
造
で
あ
り
「
創
造
の
現
場
」
（
壽
N
b
。
同
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「内
面
的
に
有
る
」
ば
か
り
で
な
く
、
　
「
再
び
外
面
的
に
有
り
」
た
い
と
　
　
　
く
H
H
H
。
。
H
。
。
”
。
。
H
◎
。
h
）
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
収
縮
の
根
源
性
を
問
の
形
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

望
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
は
語
る
。
何
故
神
は
は
じ
め
に
創
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
何
故
天
地
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
（
＜
H
目
Q
。
Q
。
＝
．
）
、
と
。
こ
の
聞
は
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
ス
ブ
リ
カ
テ
イ
オ
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
ゾ
リ
カ
テ
イ
オ

「

何
故
そも
そ
も
或
る
も
の
が
有
る
の
か
。
何
故
無
で
は
な
い
の
か
」
と
　
　
抗
争
が
　
展
　
開
（
厳
密
に
は
内
　
展
）
さ
れ
て
来
る
。
二
原
理
間
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

言う
問
と
根
源
的
に
相
呼
応
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
行
関
係
（
M
》
㎏
博
O
目
一
け
叫
け
）
と
優
劣
関
係
（
ω
巷
Φ
臨
鼠
辱
）
と
の
逆
対
応
が
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
ン

　
こ

の

収
縮

（自
己
限
定
）
は
、
神
性
の
本
質
（
愛
）
と
の
連
関
で
始
源
　
　
　
か
れ
て
い
る
（
葦
b
。
9
H
。
。
ド
）
。
低
次
の
も
の
が
高
次
の
も
の
に
、
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し

と
し
て
の
卓
越
し
た
意
昧
を
含
ん
で
い
る
。
神
性
は
「
何
も
の
も
意
欲
し
　
　
　
が
肯
定
に
、
閉
鎖
性
が
開
示
性
に
、
怒
り
が
愛
に
先
行
す
る
。
但
、
両
原

な

い

意志
」
、
　
「
純
粋
な
愛
、
無
限
に
自
己
を
分
ち
与
え
る
も
の
、
　
本
性
　
　
　
理
の
対
立
は
、
　
「
無
の
意
志
」
と
「
実
存
へ
の
意
志
」
、
「
愛
の
意
志
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

上
拡
散的
な
も
の
」
で
あ
る
が
、
こ
の
愛
は
そ
の
内
に
根
源
的
収
縮
力
が
　
　
　
「
根
底
の
意
志
」
と
の
抗
争
と
し
て
、
意
志
（
意
欲
）
を
中
心
に
思
惟
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

無
け
れ
ば
流
失し
て
し
ま
う
（
ノ
N
H
H
H
b
o
H
O
｛
°
）
。
愛
は
「
実
存
」
し
よ
う
と
　
　
れ
て
い
る
。
「
意
欲
す
る
こ
と
（
名
巳
①
口
）
自
身
の
内
に
始
源
の
力
が
存

す
る
が
「
自
己
自
身
か
ら
有
へ
と
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
有
は
所
　
　
す
る
」
（
＜
目
H
b
。
b
。
ε
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ヒ
こ
に
は
「
世
代
」
の
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

有性
（
ω
蝕
ロ
冨
δ
、
我
執
（
田
σ
q
。
募
Φ
δ
、
隔
離
で
あ
り
、
愛
は
我
執
の
　
　
絶
の
原
因
と
も
な
る
深
刻
な
矛
盾
が
潜
ん
で
い
る
。
「
自
己
自
身
を
意
欲

へ無
で
あ
る
」
（
ノ
く
諺
H
刈
b
o
り
く
H
H
H
N
H
O
）
。
愛
に
「
支
え
と
根
底
と
存
立
」
を
　
　
す
る
こ
と
L
が
「
自
己
自
身
を
非
有
的
（
巳
。
窯
゜
・
昌
。
盆
）
に
措
定
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

与え
る
も
の
が
無
け
れ
ぽ
始
源
は
開
か
れ
な
い
。
　
「
牽
引
（
諺
自
凶
Φ
げ
ロ
ロ
σ
q
）
　
　
と
」
或
は
、
有
的
自
己
の
否
定
と
さ
れ
、
こ
の
自
己
意
欲
が
我
性
の
根
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ゥ
ス

に於
い
て
始
源
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
有
は
収
縮
で
あ
る
L
　
（
≦
諺
b
⊃
Q
。
）
。
　
　
　
と
な
り
、
否
定
（
＜
o
ヨ
o
営
巨
σ
q
）
が
運
動
の
必
然
的
奄
H
冒
ω
》
と
し
て

「

収縮
が
あ
ら
ゆ
る
実
在
性
の
始
源
で
あ
る
」
　
（
＜
H
H
鳶
O
）
。
収
縮
は
、
　
　
　
「
無
か
ら
或
る
も
の
へ
の
移
行
」
と
さ
れ
る
（
＜
H
目
b
⊃
b
。
蔭
）
。
こ
れ
は
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

神
の
「
自
己
性
」
（
ω
Φ
＝
り
o
o
け
げ
O
凶
叶
）
、
　
「
我
性
」
（
国
σ
q
o
冨
叶
）
、
　
「
自
存
性
」
　
　
　
だ
が
、
こ
の
否
定
の
超
克
が
再
び
「
愛
の
意
志
」
に
よ
る
と
言
う
こ
と
に

（
諺
・
。
①
護
け
）
と
し
て
神
の
「
怒
り
」
、
神
の
力
で
あ
る
（
堵
諺
H
認
）
。
愛
と
　
　
矛
盾
が
あ
る
。
自
由
論
以
来
、
意
欲
の
根
源
性
（
鮮
甲
「
根
源
有
」
d
同
器
旨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

我
性
ー
か
か
る
矛
盾
な
し
に
は
運
動
も
生
も
な
い
く
日
b
。
お
）
。
神
的
　
　
　
が
究
尽
さ
れ
、
神
性
（
「
何
も
の
も
意
欲
し
な
い
意
志
」
）
の
規
定
に
も
「
意

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

我性
の
如
き
「
思
惟
に
逆
う
原
理
な
し
に
は
、
世
界
は
無
の
中
へ
と
消
え
　
　
　
志
」
が
求
め
ら
れ
た
。
だ
が
始
源
を
廻
っ
て
意
志
は
脱
自
へ
と
転
換
を
余

去る
L
（
≦
諺
㎝
H
リ
ノ
N
H
H
H
b
o
G
Q
蔭
）
の
で
あ
る
。
神
が
愛
と
し
て
の
自
己
を
有
　
　
儀
な
く
さ
れ
て
来
る
。
後
年
の
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
講
義
の
《
脱
自
》
（
「
人
間

と
し
て
の
自
己
の
内
に
閉
じ
込
め
る
こ
の
収
縮
に
よ
っ
て
、
「
神
は
自
己
　
　
　
は
自
己
の
意
欲
す
る
も
の
を
ま
さ
に
こ
の
意
欲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
に

自
身
を
自
然
の
根
底
に
し
た
」
（
謬
b
。
＆
）
の
で
あ
る
。
収
縮
力
が
内
的
　
　
　
帰
し
て
し
ま
う
L
（
H
図
b
。
。
。
α
）
）
の
先
駆
が
「
世
代
」
に
頻
出
す
る
が
、
意

地盤
と
な
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
生
の
自
立
性
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
志
の
根
源
性
も
混
在
す
る
。
こ
の
意
志
と
脱
自
と
の
乖
離
が
方
法
的
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
テ
ソ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ル
ツ
ク

　
こ
の
収
縮
か
ら
神
の
内
の
諸
潜
勢
力
間
に
二
元
性
が
生
じ
、
二
原
理
の
　
　
形
而
上
学
と
神
話
詩
と
の
緊
張
と
な
る
。
（
草
稿
皿
最
終
部
「
論
述
は
こ

研

究

ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
＝
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ

から
全
く
嘘
に
な
る
」
参
照
零
諺
μ
。
。
b
。
炉
H
。
。
占
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
性
起
は
「
父
的
力
に
よ
る
息
子
の
誕
生
」
と
称
さ
れ
、
　
「
最
初
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　さ
て
、
人
間
の
意
志
は
「
天
国
に
し
て
地
獄
」
（
≦
b
b
コ
ミ
）
で
あ
る
が
、
　
　
実
的
始
源
L
は
「
息
子
の
有
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
誕
生
に
よ
っ
て
父
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
　
ク
ヲ
フ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

こ
の
矛
盾
は
広
さ
と
狭
さ
の
間
を
往
還
す
る
「
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
宿
命
」
　
　
　
暗
い
根
源
力
は
過
去
へ
と
引
き
戻
さ
れ
、
父
は
息
子
に
自
己
の
場
を
空
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

であ
り
、
神
の
収
縮
に
於
い
て
も
根
源
生
命
の
矛
盾
が
あ
る
と
言
う
　
　
　
る
。
　
〔
「
場
を
主
張
す
る
力
」
（
重
力
）
と
「
全
体
を
収
縮
す
る
普
遍
的
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（

壽
謹
h
．
）
。
神
は
自
己
を
狭
さ
の
中
へ
収
縮
し
た
後
に
、
再
び
広
さ
へ
、
　
　
源
力
」
（
空
間
の
本
質
）
参
照
蓄
ω
b
。
癖
h
ぐ
σ
q
ド
b
。
O
。
。
）
〕
こ
の
場
の
開
け

曽
て
自
己
が
い
た
静
か
な
無
（
山
口
ω
ω
け
団
一
一
Φ
り
自
同
O
げ
仲
ω
）
の
中
へ
出
よ
う
と
す
　
　
に
よ
っ
て
「
あ
ら
ゆ
る
時
の
中
心
」
た
る
「
現
在
」
が
開
か
れ
、
父
は
永

る
が
、
そ
う
す
れ
ば
自
ら
生
み
出
し
た
生
命
を
廃
棄
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
　
　
　
遠
に
担
う
根
底
と
し
て
過
去
へ
引
き
籠
る
（
華
b
o
呂
）
。
即
ち
、
　
「
収
縮

れ
が出
来
な
い
（
葺
。
。
ト
＜
H
目
旨
㊦
）
。
こ
こ
に
両
原
理
の
抗
争
は
、
既
　
　
　
の
中
心
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
息
子
」
（
妻
諺
α
。
。
）
と
共
に
「
父
の
内
に
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ム
ロ
ト
リ
ロ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

に見
た
根
源
的
自
然
の
循
環
の
如
き
廻
転
衝
動
の
矛
盾
、
即
ち
、
　
「
外
面
　
　
己
理
解
と
区
別
が
始
ま
る
」
（
P
°
画
゜
O
°
）
。
息
子
は
父
的
深
み
の
限
界
、
「
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ノ
ス

的
に
な
る
こ
と
の
出
来
な
い
」
（
壽
δ
）
永
遠
の
時
（
×
鳶
と
“
）
の
矛
盾
　
　
　
の
解
放
者
、
救
済
者
」
と
言
わ
れ
る
（
葦
α
O
）
。
こ
の
息
子
に
よ
る
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を

極
める
こ
と
に
な
る
。
　
「
始
源
を
求
め
る
が
見
い
出
せ
な
い
」
矛
盾
は
、
　
　
の
克
服
、
　
「
神
的
愛
に
よ
る
神
的
我
執
の
超
克
が
創
造
な
の
で
あ
る
」

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「

永
遠性
の
底
無
し
の
深
淵
」
と
か
「
永
遠
性
の
無
底
」
と
名
付
け
ら
れ
　
　
　
（
＜
昌
蔭
。
。
O
）
。
こ
れ
は
錬
金
術
の
言
葉
《
息
子
の
息
子
は
息
子
の
父
た
り
し

て

いる
。
（
窯
諺
刈
ρ
㊤
ω
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
》
に
よ
っ
て
も
語
ら
れ
る
。
　
「
父
自
身
は
息
子
に
於
い
て
息
子
に
よ
っ

　こ
の
矛
盾
の
極
に
、
神
は
対
立
す
る
両
原
理
の
共
時
性
（
ω
巨
巳
鼠
器
甲
　
　
て
の
み
父
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
息
子
は
逆
に
又
父
の
有
の
原
因
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぶ
　
テ
　
ソ
　
フ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ベ
リ
オ
ロ
デ

裁
け
）
を
時
の
継
起
（
ω
β
ざ
O
の
ω
博
O
口
）
へ
と
、
有
の
潜
勢
力
を
成
の
時
代
へ
と
　
　
あ
る
」
（
毛
諺
朝
㊤
）
。
過
去
は
現
在
に
於
い
て
現
在
に
よ
っ
て
の
み
過
去
な

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

自
己
決
開
す
る
と
云
わ
れ
る
（
毒
刈
。
。
り
H
。
。
ρ
＜
H
目
゜
。
H
ρ
お
刈
）
。
即
ち
’
　
　
の
で
あ
り
、
こ
の
現
在
に
よ
る
過
去
の
超
克
（
時
の
脱
自
性
）
に
於
い
て

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「

有者
に
し
て
有
」
（
ω
↑
F
ω
し
た
る
本
質
者
（
神
）
の
「
自
己
決
開
」
　
　
　
現
在
の
卓
越
し
た
根
源
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
に
時
と
永
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（ω巴
げ
ω
誌
鼻
。
崔
毒
σ
q
）
に
よ
っ
て
、
「
永
遠
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
た
時
」
が
　
　
　
と
の
連
関
で
も
あ
る
。
永
遠
は
自
己
自
身
か
ら
有
る
の
で
は
な
く
、
時
に

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「

言表
さ
れ
顕
示
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、
有
が
過
去
と
し
て
有
者
が
現
在
　
　
よ
っ
て
の
み
有
る
の
で
あ
り
、
　
「
現
実
性
か
ら
言
う
と
時
は
永
遠
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
し
て
双
方
の
高
次
の
自
由
な
統
一
が
将
来
と
し
て
定
立
さ
れ
る
の
で
あ
　
　
（
く
o
昌
に
」
有
る
と
言
う
（
華
b
。
b
。
㊤
）
。
「
時
が
永
遠
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
（
≦
跨
胡
9
ミ
）
。
見
い
出
さ
れ
た
始
源
は
見
い
出
さ
れ
た
言
葉
な
の
で
　
　
る
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
永
遠
こ
そ
が
時
の
子
（
山
霧
国
言
儀
山
o
H
N
9
け
）

　
　
　
　
は
じ
め

あ
り
、
　
「
始
源
に
言
葉
が
有
っ
た
」
（
P
鐸
9
）
の
で
あ
る
。
決
開
に
よ
る
　
　
な
の
で
あ
る
L
（
P
P
9
）
。
こ
の
現
在
の
決
定
的
瞬
間
（
§
S
。
、
）
に
よ
っ
て



　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
イ
オ
ソ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

開
か
れ
た
時
の
地
平
（
世
界
と
し
て
の
紆
含
）
に
於
い
て
の
み
、
永
遠
　
　
　
出
さ
れ
て
来
た
。
そ
こ
に
、
雄
大
な
神
統
記
の
枠
の
中
で
、
既
に
本
来
的

ア
イ
オ
ロ
ネ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

（　
り
ひ
騎
h
e
℃
0
6
）
は
、
そ
の
地
平
を
両
方
向
に
超
え
る
も
の
と
し
て
、
過
去
よ
り
　
　
時
と
し
て
の
現
在
の
或
る
卓
越
性
が
呈
示
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
時
の
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
更
に
遙
か
過
去
的
な
、
将
来
よ
り
も
更
に
遙
か
将
来
的
な
、
過
去
と
将
　
　
源
が
現
在
に
よ
る
過
去
の
超
克
に
見
ら
れ
た
の
に
は
、
実
は
更
に
根
源
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

来
の
両
方
向
に
跨
が
り
拡
が
り
つ
つ
あ
る
背
景
と
し
て
、
し
か
も
こ
の
双
　
　
な
別
の
相
が
最
初
か
ら
含
ま
れ
て
い
た
為
な
の
で
あ
る
。

方
をど
こ
ま
で
も
貫
い
て
現
お
れ
て
来
る
の
で
あ
る
（
壽
b
。
卜
。
。
。
炉
b
。
b
。
O
帥
　
　
　
こ
れ
こ
そ
世
界
経
験
の
核
心
た
る
世
界
と
時
の
根
源
的
脱
自
性
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ト
。

①
斡

く
α
q
ド
9
国
昏
象
B
器
勲
勲
9
ψ
H
O
H
h
）
。
　
「
各
瞬
間
に
神
的
な
息
子
　
　
　
で
あ
り
、
　
「
世
代
」
の
底
流
を
な
す
根
本
課
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
脱
自

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が誕
生
し
、
こ
の
息
子
に
よ
っ
て
永
遠
が
時
へ
と
（
言
N
o
菖
開
示
・
言
表
　
　
　
性
は
人
間
自
身
の
根
源
的
な
自
己
決
開
と
ま
さ
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
れ
る
L
蜜
『
。
。
）
。
各
瞬
間
が
時
の
始
源
で
あ
り
、
こ
れ
は
《
臼
露
臨
o
　
　
　
「
自
己
自
身
を
超
克
し
な
い
人
間
は
過
去
を
持
た
な
い
、
或
は
む
し
ろ
過

8
艮
貯
ロ
母
と
し
て
の
時
の
創
造
で
あ
ろ
う
。
こ
の
創
造
は
、
息
子
に
，
　
　
去
か
ら
出
て
来
な
い
で
い
つ
も
過
去
の
中
に
生
き
て
い
る
」
　
〔
つ
ぎ
目

「

諸力
の
根
源
的
均
衡
を
破
ら
せ
る
」
父
の
自
由
に
よ
る
の
で
あ
り
、
神
　
　
　
H
O
P
b
。
b
。
b
。
帥
謡
H
H
b
。
紹
）
こ
の
丈
は
華
の
全
稿
に
頻
出
す
。
　
U
旨
。
犀

性
の
内
と
外
と
の
転
換
、
「
極
の
逆
転
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
華
謡
ρ
　
　
　
H
・
目
で
は
冒
頭
。
「
超
克
」
は
「
決
開
」
　
「
断
絶
」
　
「
分
断
」
と
換
言
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
ス

㊤e
。
こ
の
転
換
に
よ
っ
て
世
界
は
性
起
す
る
の
で
あ
り
、
世
界
は
《
。
解
　
　
れ
て
い
る
〕
過
去
を
持
た
ず
し
か
も
過
去
の
内
に
生
き
て
い
る
矛
盾
は
、

プ
リ
カ
テ
イ
オ
　
デ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ル
キ
ア
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

祉
甘
缶
臨
o
U
o
》
（
嵩
H
蔭
b
。
倉
く
α
q
ド
国
゜
団
ロ
ぎ
四
口
ω
鱒
ω
。
げ
①
田
昌
α
q
。
・
勺
匡
す
　
　
　
ま
さ
し
く
時
の
無
始
性
の
未
分
性
を
意
味
す
る
。
過
去
か
ら
出
る
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

゜
。

oや寓
o
山
Φ
月
零
o
詳
聾
霞
お
帆
劇
U
口
ω
゜
。
o
ド
ω
゜
鱒
c
。
α
h
）
で
あ
る
の
み
な
ら
　
　
　
こ
と
は
、
時
の
こ
の
未
分
牲
か
ら
出
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
決
開
に
よ
っ

ず
、
神
の
息
子
の
誕
生
と
言
う
不
断
の
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
父
の
「
息
　
　
　
て
時
の
未
分
性
が
破
ら
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
決
開
は
本
来
的
に

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

子
によ
る
不
断
の
決
開
」
蜜
り
O
）
1
現
在
か
ら
の
退
却
と
過
去
へ
の
　
　
　
「
決
定
的
現
在
」
　
（
時
の
申
心
）
の
性
起
で
あ
り
、
そ
こ
に
時
自
身
の
脱

自
己
限
定
1
が
次
の
大
胆
な
言
葉
で
語
ら
れ
る
。
「
己
の
生
命
を
得
る
　
　
自
性
も
存
す
る
。
決
開
は
自
己
超
克
と
し
て
、
人
間
が
「
自
己
自
身
を
超

者
は
こ
れ
を
失
い
、
己
の
生
命
を
失
う
者
は
こ
れ
を
得
る
で
あ
ろ
う
」
と
　
　
　
え
出
て
有
る
L
と
言
う
根
源
的
自
己
経
験
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

言う
「
偉
大
な
教
説
の
、
神
自
身
が
最
初
の
実
例
な
の
で
あ
る
」
（
毒
O
O
）
。
　
　
間
が
時
を
建
立
（
ω
臨
h
＄
口
）
す
る
」
脱
自
的
時
性
の
根
本
経
験
と
も
解
釈

　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
れ
得
る
（
≦
°
零
芭
簿
μ
山
鯉
ω
O
ゲ
①
廣
口
σ
q
の
ピ
Φ
ゲ
H
Φ
＜
O
戸
侮
霞
N
Φ
津
μ
り
㎝
①

　
世界
は
、
神
の
自
己
決
開
（
神
性
の
内
外
の
転
換
）
に
よ
っ
て
、
永
遠
　
　
　
国
。
達
匹
げ
。
嶺
り
ω
』
b
。
馳
b
。
P
P
縮
h
）
。
　
一
八
一
〇
年
の
私
講
に
於
い
て
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の

過
去と
し
て
の
世
界
の
根
底
か
ら
こ
の
現
在
（
息
子
）
に
於
い
て
開
き
　
　
に
こ
の
決
開
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
自
己
を
自
己
の
有
か
ら
決
開
で
き
な

研
究
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



＝
二
〇

い

人間
は
、
自
己
の
有
と
全
く
癒
着
し
て
お
り
ひ
と
つ
に
な
っ
た
ま
ま
で
　
　
　
の
関
係
そ
れ
自
身
が
根
源
的
時
性
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
り
、
自
己
の
自
己
性
（
ω
巴
び
。
。
跨
o
崔
）
の
内
へ
と
沈
み
込
ん
で
お
り
、
自
己
　
　
　
更
に
ま
た
、
有
や
根
底
が
決
開
の
場
と
な
る
と
言
う
こ
と
は
、
有
者
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
自
己
自
身
に
於
い
て
高
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
間
で
あ
る
」
（
≦
口
　
　
実
存
の
場
が
開
か
れ
る
と
言
う
こ
と
、
即
ち
場
の
決
開
な
の
で
あ
る
。
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

お
①
）
。
こ
の
丈
を
先
の
丈
（
＜
H
H
H
b
。
㎝
O
）
と
比
較
す
れ
ば
、
有
H
自
己
性
H
　
　
　
は
場
で
有
る
が
故
に
場
を
占
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
は
揚
の
脱
自

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

過去
の
連
関
は
全
く
明
瞭
で
あ
る
。
過
去
か
ら
出
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
　
　
性
で
あ
る
。
有
に
於
け
る
有
の
決
開
が
、
同
時
に
有
者
の
「
自
己
現
在

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

自
己
を
沈
め
る
自
己
性
か
ら
の
脱
却
（
端
的
に
脱
自
）
で
あ
り
、
有
か
ら
　
　
性
」
（
ω
匹
訂
茜
Φ
σ
q
①
昌
類
辞
氏
σ
q
犀
〇
一
け
）
を
可
能
に
す
る
有
か
ら
の
決
開
で
あ

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

の

決開
で
あ
る
。
こ
の
有
か
ら
の
決
開
は
、
同
時
に
有
の
決
開
で
あ
り
、
　
　
　
る
の
も
、
こ
の
脱
自
性
に
よ
る
の
で
あ
る
（
毒
H
H
O
）
。
人
間
の
自

有
め
於
か
か
決
開
に
他
な
ら
な
い
。
　
「
有
ど
有
者
お
ゆ
決
開
は
、
存
齢
於
　
　
　
己
決
開
も
、
自
己
を
全
伽
お
い
で
余
ホ
b
ひ
か
加
も
自
己
全
伽
か
み
分
断

ヘ　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

け
る
決
開
（
ω
」
目
ω
亀
ε
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
お
り
、
双
方
は
同
時
　
　
　
（
ω
o
げ
o
達
o
ロ
）
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
分
断
・
決
開
の
全
体
性
に
脱
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
重な
る
の
で
あ
る
L
つ
ぎ
。
。
刈
）
。
（
－
）
有
と
有
者
と
の
決
開
と
は
、
有
　
　
の
本
質
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
決
開
は
「
自
己
の
外
に
措
定
さ
れ
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ル
キ
ア

の

決開
で
あ
り
、
無
始
劫
来
の
《
を
§
X
貯
》
と
し
て
の
有
の
未
分
性
そ
れ
　
　
　
（
謬
ミ
①
象
‘
＜
H
H
H
b
。
①
b
。
｛
曾
）
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
自
己
外
措
定
（
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

自
身
が
決
開
・
突
破
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
有
の
未
分
性
は
「
あ
ら
ゆ
る
　
　
開
の
脱
自
性
）
が
始
源
の
謎
な
の
で
あ
る
。
　
「
始
源
は
自
己
自
身
を
始
源

生
ける
被
造
物
の
根
底
・
情
動
」
と
し
て
の
「
不
安
」
に
於
い
て
顕
と
な
　
　
　
と
し
て
知
っ
て
は
な
ら
な
い
」
（
謬
H
。
。
。
。
”
≦
H
H
ω
置
）
。
始
源
は
、
思
惟

る
。
不
安
は
、
「
有
が
入
る
か
出
る
か
途
方
に
暮
れ
る
（
巳
o
げ
け
9
ロ
゜
。
口
o
o
犀
　
　
　
の
先
廻
り
の
利
か
ぬ
も
の
（
匹
㊤
ω
q
け
く
o
巳
Φ
口
匡
凶
o
ゲ
o
鱒
昏
ミ
母
亀
理
ミ
）
で

。ぎ
毒
且
ゆ
）
有
に
於
け
る
方
向
の
闘
争
に
対
応
し
た
情
動
」
　
（
＜
H
昌
。
。
ω
O
）
　
　
あ
り
、
食
聖
・
罫
。
浄
8
》
と
し
て
絶
－
対
、
無
⊥
底
で
あ
る
（
華
b
。
H
め
日
H
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

であ
り
、
自
己
自
身
の
場
が
失
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
“
1
1
）
そ
こ
　
　
b
。
b
。
O
）
。
「
そ
れ
を
欲
し
な
い
な
ら
そ
れ
は
現
に
あ
り
、
そ
れ
を
把
も
う
と

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

で
、
決
開
の
《
有
に
於
け
る
》
と
は
、
有
そ
れ
自
身
が
決
開
の
場
と
な
る
　
　
　
す
れ
ば
逃
れ
去
る
」
（
ぐ
『
跨
b
ユ
嶺
）
。
始
源
の
開
始
性
は
、
　
「
無
知
の
知
」

と
言
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
連
の
区
別
も
充
全
な
意
味
を
も
つ
。
　
　
に
於
け
る
「
認
識
の
全
き
放
棄
」
と
し
て
の
脱
自
（
国
厨
富
器
）
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

根底
は
、
実
存
と
い
う
決
開
の
場
で
あ
り
、
過
去
は
現
在
と
い
う
決
開
の
　
　
の
み
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
開
始
性
と
は
脱
自
で
あ
る
。

へ

場
な

の

であ
る
。
根
底
は
、
実
存
の
場
（
過
去
）
と
し
て
ど
こ
ま
で
も
実
　
　
　
従
っ
て
、
有
は
、
ど
こ
ま
で
も
決
開
の
場
で
あ
る
が
始
源
と
は
な
り
得

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

存
と
同
時
的
で
あ
り
、
し
か
も
実
存
に
よ
っ
て
超
克
さ
れ
る
が
、
ど
こ
ま
　
　
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
有
は
我
執
で
あ
る
」
（
華
ミ
越
か
ら
。
我
執
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

でも
場
の
層
と
し
て
残
る
も
の
で
な
け
九
ば
な
ら
な
い
。
実
存
と
根
底
と
　
　
　
は
、
　
「
我
執
の
無
」
と
し
て
の
愛
に
自
己
の
中
心
を
空
け
ね
ば
な
ら
な
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
　
　
　
　
ヘ
ル
ツ

有
は
脱
自
的
に
自
己
の
中
心
か
ら
脱
け
て
、
無
の
神
性
（
愛
）
が
中
心
と
　
　
　
れ
て
拡
っ
た
世
界
全
体
は
「
神
性
の
脹
ら
む
心
」
と
も
言
わ
れ
る
（
ぐ
H
H
H

な
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
安
ら
っ
て
い
た
永
遠
な
る
神
性
の
「
覚
醒
、
自
　
　
　
認
O
）
。
こ
こ
で
世
界
は
、
世
界
の
根
底
と
し
て
の
大
な
る
自
然
（
ー
過
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

覚
、
自
己
自
身
へ
の
到
来
の
瞬
間
」
（
謬
δ
。
。
w
≦
H
H
b
。
①
゜
。
）
と
言
わ
れ
　
　
　
の
深
淵
）
か
ら
の
世
界
自
身
の
脱
自
に
於
い
て
見
ら
れ
て
い
る
。
世
界
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
オ
ロ
ネ
ス

る
。
し
か
も
神
性
は
有
或
は
自
然
へ
と
踏
出
す
る
が
、
こ
れ
は
異
他
的
な
　
　
　
そ
れ
自
身
ひ
と
つ
の
時
と
し
て
無
限
の
《
ミ
§
醗
V
の
自
己
限
定
で
あ
っ

も
の
へ
の
到
来
で
は
な
く
、
「
永
遠
以
前
に
有
っ
た
自
己
自
身
へ
の
到
来
」
　
　
た
。
世
界
経
験
と
は
、
人
間
が
自
己
の
根
底
（
過
去
ー
自
然
）
に
於
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（P
P
9
）
で
あ
る
と
言
う
。
　
こ
の
自
己
到
来
の
瞬
間
が
時
の
始
源
、
世
界
　
　
絶
対
の
外
（
神
性
の
無
）
に
世
界
（
ー
開
始
性
）
と
し
て
出
会
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
な
ご

の開
始
性
と
な
る
の
で
あ
る
。
神
性
は
、
無
私
（
ω
〇
一
一
り
ω
け
一
〇
ω
）
の
幼
児
、
　
　
　
あ
ろ
う
。
自
己
の
脱
自
と
し
て
世
界
が
開
か
れ
、
世
界
の
脱
自
と
し
て
自

　
　
　
　
　
た
わ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

そ
の
自
由
な
戯
れ
（
ω
嘗
①
一
）
、
す
べ
て
を
貫
く
風
に
喩
え
ら
れ
る
蜜
b
。
b
。
ρ
　
　
己
（
時
）
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
途
絶
し
た
「
世
代
」
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

＜
H
目
b
⊃
8
）
。
風
の
如
き
自
由
が
有
の
中
心
を
吹
き
抜
け
て
こ
そ
、
時
と
　
　
　
る
「
世
界
」
経
験
で
あ
る
。

世界
の
始
源
は
現
実
に
開
か
れ
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
脱
自
性
は
既
に
人
間
の
感
覚
に
於
い
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
眼
は
、
　
　
註

《視
》
へ
の
不
断
の
傾
向
の
中
に
有
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
《
視
》
ー
（
働
き
）
　
　
　
「
世
代
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
∪
δ
零
Φ
一
琶
8
H
国
罠
唱
。
暮
①
・
ぎ
自
魯

そ
れ自
身
は
「
ひ
と
つ
の
真
め
自
己
．
外
・
創
造
（
o
貯
≦
9
年
9
島
o
H
・
　
　
d
ほ
器
゜
。
q
α
q
Φ
μ
＜
o
口
H
◎
。
犀
詳
H
。
。
H
。
。
ぼ
m
触
タ
ζ
゜
ω
。
町
α
＄
が
H
漣
9
（
こ

。
・

ぽ
ゲ
あ
昏
餌
箆
⑦
ε
」
な
の
で
あ
る
（
妻
㌧
r
H
b
◎
Q
o
噌
α
刈
リ
ノ
N
H
H
H
鱒
り
b
o
）
。
人
間
は
　
　
れ
は
≦
諺
と
略
記
）
及
び
全
集
版
（
自
H
り
α
山
置
）
を
使
用
し
た
。
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

何
か
を

産
み出
す
こ
と
に
於
い
て
の
み
、
自
己
に
関
ず
ら
う
こ
と
な
く
、
　
　
　
引
用
は
息
子
に
よ
る
原
版
全
集
の
巻
数
（
ロ
ー
マ
数
字
）
、
頁
数
で
示
し
た
。

自
己
の
外
の
事
物
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
（
く
σ
q
ピ
図
H
H
H
°
。
認
h
°
）
。
　
「
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

代
」
に
於
い
て
、
こ
の
脱
自
の
思
惟
と
共
に
、
或
る
大
き
な
《
外
》
へ
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
ツ

点
が
置
か
れ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
「
我
々
の
心
は
単
な
る
精
神
の
生
で

充
ち
足
り
な
い
。
本
質
的
実
在
性
を
求
め
る
何
か
が
、
我
々
の
裡
に
有
る
。

ゼ

ヒ
レ
　
　
　
　
ル
ロ
エ
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ

魂
の
究
極
の
安
静
は
完
全
な
外
面
性
に
存
す
る
」
（
≦
諺
b
コ
刈
卜
）
の
で
あ
る
。

こ
の
外
面
性
は
、
度
々
強
調
さ
れ
る
「
身
体
性
」
と
し
て
の
「
神
の
道
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

目
標
」
（
b
巳
ω
＜
貯
旨
馨
U
ω
圃
）
で
も
あ
ろ
う
（
＜
H
H
H
G
。
b
。
α
）
。
　
場
を
空
け
ら

研

究

ノ
ド
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
二


